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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）８から１６の間のＨＬＢを有する乳化剤、
　（ｂ）保湿剤および
　（ｃ）皮膚軟化剤
を含む濃縮組成物であって、
　乳化剤が、デカオレイン酸ポリグリセリル－１０、ステアリン酸ポリグリセリル－３、
ステアリン酸ポリグリセリル－１０、オレイン酸ポリグリセリル－１０、カプリル酸／カ
プリン酸ポリグリセリル－１０およびこれらの混合物からなる群から選択されるポリグリ
セリル脂肪酸エステルを含み、
　保湿剤が、グリセロール、プロピレングリコール、ポリグリセロール、ソルビトールお
よびこれらの混合物からなる群から選択されるポリオールを含み、
　皮膚軟化剤が、エステルオイル、エーテルオイルおよびこれらの混合物からなる群から
選択されるオイルを含み、
　乳化剤が、組成物の重量を基準として、１５重量％から６０重量％の間の量で存在し、
　保湿剤が、組成物の重量を基準として、１５重量％から４５重量％の間の量で存在し、
　皮膚軟化剤が、組成物の重量を基準として、１５重量％から６０重量％の間の量で存在
する、
濃縮組成物。
【請求項２】
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　濃縮組成物の重量を基準として、１０重量％未満の量で水をさらに含む、請求項１に記
載の濃縮組成物。
【請求項３】
　（ａ）請求項１または２に記載の濃縮組成物および
　（ｂ）水、低級アルコールまたはこれらの混合物
を含むウェットワイプ含浸用配合物。
【請求項４】
　ウェットワイプ含浸用配合物の重量を基準として、０．１重量％から５０重量％の濃縮
組成物、および９９．９重量％から５０重量％の水、低級アルコールまたはこれらの混合
物を含有する、請求項３に記載のウェットワイプ含浸用配合物。
【請求項５】
　ウェットワイプ含浸用配合物が、水を含み、エマルジョンの形態である、請求項３また
は４に記載のウェットワイプ含浸用配合物。
【請求項６】
　防腐剤、芳香剤、活性医薬成分、抗菌剤またはこれらの混合物をさらに含む、請求項３
または４に記載のウェットワイプ含浸用配合物。
【請求項７】
　ワイプ基材および請求項３から６のいずれか一項に記載のウェットワイプ含浸用配合物
を含むウェットワイプ。
【請求項８】
　ウェットワイプが、ウェットワイプ含浸用配合物およびワイプ基材を１０：１から１：
１の重量比で含む、請求項７に記載のウェットワイプ。
【請求項９】
　ワイプ基材が、織布および／または不織布材料を含む、請求項７または８に記載のウェ
ットワイプ。
【請求項１０】
　不織布材料のウェブの面積あたりの質量が、１２グラム／平方メートルから２００グラ
ム／平方メートルである、請求項９に記載のウェットワイプ。
【請求項１１】
　ワイプ基材が、請求項３から６のいずれか一項に記載のウェットワイプ含浸用配合物で
含浸される、請求項７から１０のいずれか一項に記載のウェットワイプの製造のための方
法。
【請求項１２】
　ポリグリセリル脂肪エステルが、オレイン酸ポリグリセリル－１０である、請求項１に
記載の濃縮組成物。
【請求項１３】
　ポリオールが、グリセロールである、請求項１に記載の濃縮組成物。
【請求項１４】
　オイルが、炭酸ジアルキルである、請求項１に記載の濃縮組成物。
【請求項１５】
　炭酸ジアルキルが、炭酸ジカプリリルである、請求項１４に記載の濃縮組成物。
【請求項１６】
　乳化剤が、組成物の重量を基準として、２０重量％から５０重量％の間の量で存在する
、請求項１に記載の濃縮組成物。
【請求項１７】
　乳化剤が、組成物の重量を基準として、２０重量％から４０重量％の間の量で存在する
、請求項１に記載の濃縮組成物。
【請求項１８】
　保湿剤が、組成物の重量を基準として、２０重量％から４０重量％の間の量で存在する
、請求項１に記載の濃縮組成物。
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【請求項１９】
　皮膚軟化剤が、組成物の重量を基準として、２０重量％から５５重量％の間の量で存在
する、請求項１に記載の濃縮組成物。
【請求項２０】
　皮膚軟化剤が、組成物の重量を基準として、３０重量％から５５重量％の間の量で存在
する、請求項１９に記載の濃縮組成物。
【請求項２１】
　水が、組成物の重量を基準として、７重量％未満の量で存在する、請求項２に記載の濃
縮組成物。
【請求項２２】
　水が、組成物の重量を基準として、３重量％から７重量％の間の量で存在する、請求項
２に記載の濃縮組成物。
【請求項２３】
　ウェットワイプ含浸用配合物の重量を基準として、０．１重量％から３０重量％の濃縮
組成物、および９９．９重量％から７０重量％の水、低級アルコールまたはそれらの混合
物を含む、請求項４に記載のウェットワイプ含浸用配合物。
【請求項２４】
　ウェットワイプ含浸用配合物の重量を基準として、０．１重量％から２０重量％の濃縮
組成物、および９９．９重量％から８０重量％の水、低級アルコールまたはそれらの混合
物を含む、請求項２３に記載のウェットワイプ含浸用配合物。
【請求項２５】
　ウェットワイプ含浸用配合物の重量を基準として、０．５重量％から５重量％の濃縮組
成物、および９９．５重量％から９５重量％の水、低級アルコールまたはそれらの混合物
を含む、請求項２４に記載のウェットワイプ含浸用配合物。
【請求項２６】
　ウェットワイプ含浸用配合物の重量を基準として、１．５重量％から２．５重量％の濃
縮組成物、９８．５重量％から９７．５重量％の水、低級アルコールまたはそれらの混合
物を含む、請求項２５に記載のウェットワイプ含浸用配合物。
【請求項２７】
　エマルジョンが、ナノエマルジョンである、請求項５に記載のウェットワイプ含浸用配
合物。
【請求項２８】
　活性医薬成分が、サリチル酸である、請求項６に記載のウェットワイプ含浸用配合物。
【請求項２９】
　ウェットワイプが、ウェットワイプ含浸用配合物およびワイプ基材を９：１から２：１
の重量比で含む、請求項８に記載のウェットワイプ。
【請求項３０】
　ウェットワイプが、ウェットワイプ含浸用配合物およびワイプ基材を８：１から３：１
の重量比で含む、請求項２９に記載のウェットワイプ。
【請求項３１】
　ウェットワイプが、ウェットワイプ含浸用配合物およびワイプ基材を６：１から４：１
の重量比で含む、請求項３０に記載のウェットワイプ。
【請求項３２】
　不織布材料が、メルトブローン、コフォーム、スパンボンド、エアレイド、もしくは水
流交絡不織布、スパンレース、ボンドカードウェブおよびこれらの積層物からなる群から
選択され、ならびに／またはセルロース繊維、熱可塑性繊維、連続繊維、不連続繊維、短
繊維およびこれらの混合物からなる群から選択される、請求項９に記載のウェットワイプ
。
【請求項３３】
　不織布材料のウェブの面積当たりの質量が、３０グラム／平方メートルから５０グラム
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／平方メートルである、請求項１０に記載のウェットワイプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水または別の流体とブレンドし、ウェットワイプのための含浸用配合物、す
なわちウェットワイプ含浸用配合物を形成することができる、ウェットワイプにおいて使
用するための濃縮組成物、すなわちウェットワイプ濃縮組成物に関する。本発明はまた、
前記ウェットワイプ含浸用配合物、ならびにワイプ基材およびウェットワイプ含浸用配合
物を含むウェットワイプに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ウェットワイプ濃縮物は、市販されている。しかしながら、これらの濃縮物は、防腐剤
を濃縮物に添加することを必要とする、かなりの量の水をしばしば含有する。防腐剤を濃
縮物に添加することの問題は、濃縮物の最終用途が、限定されることがあり、ほとんどの
防腐剤が、否定的に見られることである。しかしながら、防腐剤を必要としない濃縮物は
、ウェットワイプメーカーが、特定の最終顧客に基づき、彼らが望む任意の防腐剤を添加
する融通性を可能にする。さらに、水の存在は、濃縮物の費用対効果を低下させる（すな
わち、あまり濃縮されていない）。
【０００３】
　利用可能な濃縮物の多くはまた、一般に濁りを帯びている。この濁りは、濃縮物におい
て不安定性の兆候である、すなわち、濃縮物が、保存における短い貯蔵寿命を有し、分離
することを意味することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　当技術分野において、大幅に希釈可能であり、防腐剤を含まないため濃縮物の最終用途
が限定されず、使用前の保存の間非常に安定であり、本質的に透明なウェットワイプ濃縮
物を提供することが必要とされている。本発明は、この必要性に対する解答を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一態様において、本発明は、希釈されてワイプに含浸させるため、すなわちワイプを浸
透加工するための濃縮組成物を提供し、濃縮組成物は、（ａ）８から１６の間のＨＬＢを
有する乳化剤、（ｂ）保湿剤および（ｃ）皮膚軟化剤を含有する。本明細書で使用される
場合には、「ＨＬＢ」は、「親水性親油性バランス」の略語である。前記値は、特に、非
イオン性乳化剤の水溶性および油溶性を表し、すなわち乳化剤分子の異なる部分によって
決定される、乳化剤の親油性および親水性特性を表す。乳化剤のＨＬＢ値が高いほど、親
水性および水溶性が高い。Ｇｒｉｆｆｉｎの方法によれば、乳化剤分子のＨＬＢ値は以下
のように算出される。
ＨＬＢ＝２０×分子量（親水性部分）／分子量（分子全体）
乳化剤分子の親水性部分は、例えばポリグリセリル脂肪酸エステル、エトキシル化脂肪族
アルコールまたはエトキシル化脂肪酸のポリグリセリルまたはエトキシレート部分であっ
てもよい。親水性部分および／または分子全体の分子量が、乳化剤の分子の範囲内で異な
る場合には、前記乳化剤のＨＬＢは、異なる乳化剤分子のＨＬＢの平均として算出される
。
【０００６】
　別の態様において、本明細書に記載される濃縮組成物および流体を含む、ウェットワイ
プ含浸用配合物、すなわちウェットワイプ浸透加工用配合物が提供され、流体は、水、低
級アルコールまたはこれらの混合物である。本明細書で使用される場合には、「低級アル
コール」は、２から４個の炭素原子および少なくとも１つの水酸基を有する直鎖状または
分岐状炭化水素鎖を意味し、炭化水素鎖は、１以上の例えば酸素または硫黄のようなヘテ
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ロ原子を任意選択的に含むことができる。
【０００７】
　追加の態様において、ワイプ基材および本明細書に記載されるウェットワイプ含浸用配
合物を含むウェットワイプが提供される。
【０００８】
　さらなる態様において、ウェットワイプの製造のための方法であって、ワイプ基材が、
ウェットワイプ含浸用配合物で含浸される、すなわち浸透加工される方法が提供される。
前記方法は、ウェットワイプ含浸用配合物で含浸された、すなわち浸透加工されたワイプ
基材を含むウェットワイプをもたらす。
【０００９】
　これらのまたは他の態様は、発明を実施するための形態を読むことで、明らかになる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の濃縮組成物は、ａ）８から１６の間のＨＬＢを有する乳化剤、ｂ）保湿剤およ
びｃ）皮膚軟化剤を含有する。濃縮物は、任意選択的に、少量の水を含有してもよい。
【００１１】
　成分（ａ）として使用可能な適切な乳化剤としては、例えばポリグリセリル脂肪酸エス
テル、エトキシル化脂肪族アルコール、エトキシル化脂肪酸、エトキシル化ソルビタンエ
ステル、特にエトキシル化ソルビタンの脂肪酸エステルおよびこれらの混合物が挙げられ
る。本明細書で使用される場合には、「脂肪」という用語は、４から３６個の炭素原子、
好ましくは８から２８個の炭素原子、特に１２から２２個の炭素原子を有する炭化水素鎖
を意味する。鎖は、直鎖状であっても、分岐状であってもよく、飽和であっても、鎖中の
１つまたは２つの二重結合を典型的に意味する不飽和であってもよい。本明細書で使用さ
れる場合には、「エトキシレート」という用語は、１つ以上のエチレンオキシド分子の付
加によって製造されるエーテルを意味し、エトキシレート鎖は、典型的には４から２００
個のエチレンオキシド単位から構成され、好ましくは１０から１００個のエチレンオキシ
ド単位から構成される。
【００１２】
　一実施形態において、乳化剤は、ポリグリセリル脂肪酸エステルを含む。ポリグリセリ
ル脂肪酸エステルは、ポリグリセロールの１つ以上の水酸基への脂肪酸のエステル化によ
って形成され、脂肪酸は、一般に飽和脂肪酸または一価の不飽和脂肪酸である。グリセロ
ールは、３官能分子であり、それ自体と縮合して、ポリマーを形成することができる。こ
れらのポリグリセロールは、ヒドロキシ含有エーテルであり、最も単純な例としてはジグ
リセロールである。
【００１３】
　前記ポリグリセリル脂肪酸エステルのポリグリセロール成分は、平均として、好ましく
はグリセリン２分子から１２分子、より好ましくはグリセリン３から１０分子から構成さ
れる。
【００１４】
　前記ポリグリセリル脂肪酸エステルの飽和脂肪酸成分としては、カプリル酸、カプリン
酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、アラキジン酸、ベヘン酸
、リグノセリン酸、セロチン酸およびこれらの混合物が挙げられる。前記ポリグリセリル
脂肪酸エステルの一価不飽和脂肪酸成分としては、オレイン酸、デカオレイン酸およびこ
れらの混合物が挙げられる。
【００１５】
　ポリグリセリル脂肪酸エステルは、例えばデカオレイン酸ポリグリセリル－１０のよう
なモノデカオレイン酸ポリグリセリル；モノオレイン酸ポリグリセリル－２、モノオレイ
ン酸ポリグリセリル－３、モノオレイン酸ポリグリセリル－４、モノオレイン酸ポリグリ
セリル－６もしくはモノオレイン酸ポリグリセリル－１０のようなモノオレイン酸ポリグ
リセリル；ジオレイン酸ポリグリセリル－２、ジオレイン酸ポリグリセリル－３、ジオレ
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イン酸ポリグリセリル－５、ジオレイン酸ポリグリセリル－６もしくはジオレイン酸ポリ
グリセリル－１０のようなジオレイン酸ポリグリセリル；トリオレイン酸ポリグリセリル
－５もしくはトリオレイン酸ポリグリセリル－１０のようなトリオレイン酸ポリグリセリ
ル；テトラオレイン酸ポリグリセリル－２、テトラオレイン酸ポリグリセリル－６もしく
はテトラオレイン酸ポリグリセリル－１０のようなテトラオレイン酸ポリグリセリル；ペ
ンタオレイン酸ポリグリセリル－４、ペンタオレイン酸ポリグリセリル－６もしくはペン
タオレイン酸ポリグリセリル－１０のようなペンタオレイン酸ポリグリセリル；ヘプタオ
レイン酸ポリグリセリル－６、ヘプタオレイン酸ポリグリセリル－１０のようなヘプタオ
レイン酸ポリグリセリル；モノステアリン酸ポリグリセリル－２、モノステアリン酸ポリ
グリセリル－３、モノステアリン酸ポリグリセリル－４、モノステアリン酸ポリグリセリ
ル－５、モノステアリン酸ポリグリセリル－６もしくはモノステアリン酸ポリグリセリル
－１０のようなモノステアリン酸ポリグリセリル；ジステアリン酸ポリグリセリル－２、
ジステアリン酸ポリグリセリル－３、ジステアリン酸ポリグリセリル－４、ジステアリン
酸ポリグリセリル－６もしくはジステアリン酸ポリグリセリル－１０のようなジステアリ
ン酸ポリグリセリル；トリステアリン酸ポリグリセリル－４、トリステアリン酸ポリグリ
セリル－５、トリステアリン酸ポリグリセリル－６もしくはトリステアリン酸ポリグリセ
リル－１０のようなトリステアリン酸ポリグリセリル；テトラステアリン酸ポリグリセリ
ル－２のようなテトラステアリン酸ポリグリセリル；ペンタステアリン酸ポリグリセリル
－４、ペンタステアリン酸ポリグリセリル－６もしくはペンタステアリン酸ポリグリセリ
ル－１０のようなペンタステアリン酸ポリグリセリル；ヘプタステアリン酸ポリグリセリ
ル－１０のようなヘプタステアリン酸ポリグリセリル；イソステアリン酸ポリグリセリル
－２、イソステアリン酸ポリグリセリル－３、イソステアリン酸ポリグリセリル－４、イ
ソステアリン酸ポリグリセリル－６もしくはイソステアリン酸ポリグリセリル－１０のよ
うなイソステアリン酸ポリグリセリル；ジイソステアリン酸ポリグリセリル－２、ジイソ
ステアリン酸ポリグリセリル－３、ジイソステアリン酸ポリグリセリル－４、ジイソステ
アリン酸ポリグリセリル－６、ジイソステアリン酸ポリグリセリル－１０もしくはジイソ
ステアリン酸ポリグリセリル－１５のようなジイソステアリン酸ポリグリセリル；トリイ
ソステアリン酸ポリグリセリル－２、トリイソステアリン酸ポリグリセリル－３、トリイ
ソステアリン酸ポリグリセリル－５、トリイソステアリン酸ポリグリセリル－１０のよう
なトリイソステアリン酸ポリグリセリル；テトライソステアリン酸ポリグリセリル－２の
ようなテトライソステアリン酸ポリグリセリル；カプリル酸ポリグリセリル－２、カプリ
ル酸ポリグリセリル－３、カプリル酸ポリグリセリル－４、カプリル酸ポリグリセリル－
６もしくはカプリル酸ポリグリセリル－１０のようなカプリル酸ポリグリセリル；ジカプ
リル酸ポリグリセリル－５のようなジカプリル酸ポリグリセリル；セスキカプリル酸ポリ
グリセリル－２のようなセスキカプリル酸ポリグリセリル；オクタカプリル酸ポリグリセ
リル－６のようなオクタカプリル酸ポリグリセリル；カプリン酸ポリグリセリル－２、カ
プリン酸ポリグリセリル－３、カプリン酸ポリグリセリル－４、カプリン酸ポリグリセリ
ル－５、カプリン酸ポリグリセリル－６、カプリン酸ポリグリセリル－１０のようなカプ
リン酸ポリグリセリル；ジカプリン酸ポリグリセリル－３もしくはジカプリン酸ポリグリ
セリル－６のようなジカプリン酸ポリグリセリル；カプリル酸／カプリン酸ポリグリセリ
ル－４、カプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル－６もしくはカプリル酸／カプリン酸ポ
リグリセリル－１０のようなカプリル酸／カプリン酸ポリグリセリル；パルミチン酸ポリ
グリセリル－２、パルミチン酸ポリグリセリル－３、パルミチン酸ポリグリセリル－６も
しくはパルミチン酸ポリグリセリル－１０のようなパルミチン酸ポリグリセリル；ジパル
ミチン酸ポリグリセリル－６もしくはジパルミチン酸ポリグリセリル－１０のようなジパ
ルミチン酸ポリグリセリル；テトラベヘン酸ポリグリセリル－６のようなテトラベヘン酸
ポリグリセリル；ミリスチン酸ポリグリセリル－６もしくはミリスチン酸ポリグリセリル
－１０のようなミリスチン酸ポリグリセリル；ポリリシノール酸ポリグリセリル－６もし
くはリシノール酸ポリグリセリル－１０のようなリシノール酸ポリグリセリル；またはこ
れらの混合物を含むことができる。モノオレイン酸ポリグリセリル－１０、すなわちオレ
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イン酸ポリグリセリル－１０が特に好ましい。
【００１６】
　さらなる実施形態において、乳化剤は、エトキシル化脂肪族アルコールを含む。エトキ
シル化脂肪族アルコールは、４個の炭素原子から３６個の炭素原子、好ましくは８個の炭
素原子から２８個の炭素原子、例えば１２個の炭素原子から２２個の炭素原子の炭素鎖長
を有する任意の脂肪族アルコールに由来してもよい。一実施形態において、脂肪族アルコ
ールは、脂肪族アルコールの混合物を含むことができる。脂肪族アルコールの例としては
、セチルアルコール、ステアリルアルコール、ラウリルアルコール、ミリスチルアルコー
ル、ベヘニルアルコールおよびこれらの混合物が挙げられる。１つの好ましいエトキシル
化脂肪族アルコールは、ポリオキシエチレン（２０）ステアリルエーテルであり、ＩＮＣ
Ｉによれば、Ｓｔｅａｒｅｔｈ－２０としても知られている。
【００１７】
　エトキシル化脂肪酸としては、例えばＰＥＧ－１００ステアリン酸エステルが挙げられ
る。エトキシル化ソルビタンエステルとしては、例えばポリオキシエチレン（２０）ソル
ビタンモノラウリン酸エステルが挙げられ、ＩＮＣＩによれば、Ｐｏｌｙｓｏｒｂａｔｅ
２０としても知られている。
【００１８】
　好ましくは、乳化剤は、組成物の重量を基準として、１５重量％から６０重量％の間、
より好ましくは２０重量％から５０重量％の間、最も好ましくは２０重量％から４０重量
％の間の量で存在する。
【００１９】
　成分（ｂ）として使用可能な適切な保湿剤は、典型的には濃縮物を濁らせたり、変色さ
せたりしない保湿剤である。保湿剤の例としては、アミノ酸、ピロリドンカルボン酸、乳
酸およびこれらの塩、ラクチトール、尿素および例えばヒドロキシエチル尿素、尿酸のよ
うな尿素誘導体、グルコサミン、クレアチニン、コラーゲンの開裂生成物、キトサンおよ
びキトサン塩／例えばキトサンアスコルビン酸のようなキトサン誘導体、ならびに特にポ
リオールが挙げられる。本発明によれば、ポリオールは、少なくとも２つの水酸基を含む
有機化合物である。好ましくは、ポリオールは、少なくとも２つの水酸基を有する直鎖状
または分岐状炭化水素鎖であり、炭化水素鎖は、１つ以上の、例えば酸素または硫黄のよ
うなヘテロ原子を、任意選択的に含むことができる。ポリオールは、例えばグリセロール
、ジグリセロール、トリグリセロールまたはポリグリセリン－６のようなポリグリセリン
、エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール、エリスリトール、
１，２，６－ヘキサントリオール、ポリエチレングリコール、糖および糖誘導体（例えば
、フルクトース、グルコース、マルトース、マルチトール、マンニトール、イノシトール
、ソルビトール、ソルビチルシランジオール、スクロース、トレハロース、キシロース、
キシリトール、グルクロン酸およびその塩）、エトキシル化ソルビトール（Ｓｏｒｂｅｔ
ｈ－６、Ｓｏｒｂｅｔｈ－２０、Ｓｏｒｂｅｔｈ－３０、Ｓｏｒｂｅｔｈ－４０）、ハチ
ミツおよび水素添加ハチミツ（本明細書で使用される場合には、「水素添加ハチミツ」と
は、ハチミツの制御された水素添加の最終生成物である。）、水素化デンプン加水分解物
ならびに水素化小麦タンパク質とＰＥＧ－２０アセテートコポリマーの混合物であっても
よい。本発明の１つの特定の実施形態によれば、保湿剤は、ポリオール、特にプロピレン
グリコール、グリセロール、ジグリセロールおよび／またはトリグリセロールである。一
般に、グリセロールが本濃縮物において使用される。
【００２０】
　保湿剤は、好ましくは、組成物の重量を基準として、１５重量％から４５重量％の間、
より好ましくは、２０重量％から４０重量％の間の量で存在する。
【００２１】
　本発明による組成物の成分（ｃ）として使用可能な適切な皮膚軟化剤としては、オイル
が挙げられる。本明細書で使用される場合には、「オイル」とは、２０℃で、液体および
水に不溶性である有機化合物を意味する。本発明の文脈において、水への不溶性とは、２
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０℃で、１０重量％未満の溶解度であると理解される。しかしながら、１重量％未満の溶
解度がより好ましく、０．１重量％未満がさらにより好ましく、０．０１重量％未満が特
に好ましい。オイルは、例えばエステルオイル、エーテルオイルまたはこれらの混合物を
含むことができる。本明細書で使用される場合には、「エステルオイル」という用語は、
少なくとも１つのエステル基を含む、上記で定義されるオイルを意味する。このことは、
本発明によれば、炭酸のエステルもまたエステルオイルであることを意味する。さらに、
本明細書で使用される場合には、「エーテルオイル」という用語は、少なくとも１つのエ
ーテル基を含む、上記で定義されるオイルを意味する。
【００２２】
　本発明によれば使用可能なオイル成分としては、例えばトリグリセリドのようなグリセ
リド、例えばペトロラタムのような炭化水素、例えばジメチコーンのようなシリコーンオ
イル、ジアルキルエーテル、アルキルエステル、炭酸ジアルキルおよび植物オイルのよう
な天然オイルが挙げられる。ジアルキルエーテル、アルキルエステルおよび炭酸ジアルキ
ルにおいて、アルキル基は、直鎖状であっても、分岐状であってもよく、それぞれ独立し
て２から１６個の炭素原子を典型的に有する。好ましくは、前記アルキル基の少なくとも
１つは、少なくとも６個の炭素原子、より好ましくは少なくとも８個の炭素原子を有する
。特に好ましいジアルキルエーテルは、ジカプリリルエーテルである。アルキルエステル
としては、安息香酸Ｃ１２－Ｃ１５アルキルが特に好ましい。特に好ましい炭酸ジアルキ
ルは、炭酸ジカプリリル、炭酸エチルヘキシル、炭酸ジヘキシルおよびこれらの混合物で
あり、炭酸ジカプリリルが最も好ましい。
【００２３】
　オイルは、任意選択的に、油溶性日焼け止め剤のようなさらなる機能を有するオイルで
あってもよい。オイル成分の混合物もまた、使用することができる。本発明の１つの特定
の実施形態によれば、オイルは、炭酸ジカプリリル、炭酸エチルヘキシル、炭酸ジヘキシ
ルのような炭酸ジアルキルおよびこれらの混合物である。炭酸ジカプリリルは、本濃縮物
において最も好ましく使用される。
【００２４】
　濃縮組成物において、皮膚軟化剤は、組成物の重量を基準として、好ましくは１５重量
％から６０重量％の間の量、組成物の重量を基準として、より好ましくは２０重量％から
５５重量％の間の量、特に３０重量％から５５重量％の間の量で存在する。
【００２５】
　濃縮組成物は、他の成分を含有することができる。しかしながら、濃縮物が、防腐剤お
よび例えば芳香剤のような他の成分を含まないことは、一般に好ましい。このように、濃
縮組成物は、防腐剤または芳香剤が意図した用途には許容されないという懸念もなく、ウ
ェットワイプ含浸用配合物の広範囲で使用することができる。一実施形態において、濃縮
組成物は、少量の水を含有してもよい。水は、存在する場合には、一般に、組成物の１０
重量％未満、好ましくは７％未満、例えば３％から７％の間の量で存在する。濃縮物中に
存在する水の量は、防腐剤を必要とするのに十分である。
【００２６】
　本発明の濃縮組成物は、適切な順序で、乳化剤、保湿剤、皮膚軟化剤および任意選択的
にさらなる成分を、任意選択的に２５℃超から８０℃のような上昇した温度で、混合する
ことによって製造することができる。例えば、オレイン酸ポリグリセリル－１０、グリセ
リンおよび炭酸ジカプリリルが、乳化剤、保湿剤および皮膚軟化剤として使用される場合
には、オレイン酸ポリグリセリル－１０とグリセリンは、まず２５℃から７５℃の間の温
度で混合し、結果として生じる混合物は、続いて２５℃から７５℃の間で炭酸ジカプリリ
ルと混合することができる。最後に、任意選択的に少量の水を添加することができる。
【００２７】
　本発明の濃縮組成物は、基本組成物として使用し、ウェットワイプ含浸用配合物、すな
わちウェットワイプ浸透加工用配合物を形成することができる。この目的のために、前記
組成物は、水または別の流体を用いて希釈され、任意選択的にさらなる成分を添加するこ
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とができる。本発明の結果として生じるウェットワイプ含浸用配合物は、続いてワイプ基
材に含浸させる、すなわちワイプ基材を浸透加工するために使用し、ウェットワイプをも
たらすことができる。この次に、前記ウェットワイプ含浸用配合物は、一般の皮膚洗浄剤
のようなものとして例えば使用することができ、サンケア、例えばスプレー可能な日焼け
止め剤、化粧水またはヘアケア、例えばスプレー可能なスタイリング剤の製造において使
用することができる。
【００２８】
　上記のように、本発明のウェットワイプ含浸用配合物は、濃縮組成物と、水または別の
流体、および任意選択的にさらなる成分との混合物である。濃縮組成物と混合される流体
は、水、低級アルコールまたはこれらの混合物を含み、好ましくは水である。好ましい低
級アルコールは、エタノール、イソプロピルアルコール、例えばブチレングリコールのよ
うなグリコールおよびこれらの混合物である。このようなウェットワイプ含浸用配合物は
、典型的には配合物の重量を基準として、０．１重量％から５０重量％の濃縮組成物、お
よび９９．９重量％から５０重量％の水、低級アルコールまたはこれらの混合物を含有し
、好ましくは配合物の重量を基準として、０．１重量％から３０重量％の濃縮組成物、お
よび９９．９％から７０重量％の水、低級アルコールまたはこれらの混合物を含有し、よ
り好ましくは配合物の重量を基準として、０．１重量％から２０重量％の濃縮組成物、お
よび９９．９重量％から８０重量％の水、低級アルコールまたはこれらの混合物を含有す
る。特に、ウェットワイプ含浸用配合物は、配合物の重量を基準として、例えば１．５重
量％から２．５重量％の間の濃縮組成物、および９８．５％から９７．５％の間の水、低
級アルコールまたはこれらの混合物のような、０．５重量％から５重量％の間の濃縮組成
物、および９９．５％から９５％の間の水、低級アルコールまたはこれらの混合物を含有
する。水および任意選択的にさらなる成分と、濃縮組成物を混合することにより、エマル
ジョン、好ましくは水中油型エマルジョンの形態のウェットワイプ含浸用配合物にするこ
とができる。エマルジョンは、ナノエマルジョンであってもよい。このようなナノエマル
ジョンは、動的光散乱によって測定されるように、平均で２００ｎｍ未満の粒子直径を有
する（オイル）液滴であることを特徴とする。
【００２９】
　上記のように、本発明のウェットワイプ含浸用配合物は、特に、ワイプ基材の中に含浸
させるために使用され、本発明によるウェットワイプをもたらすことができる。ウェット
ワイプ含浸用配合物が形成される場合には、防腐剤、芳香剤、活性医薬成分、抗菌剤およ
び／または別の添加剤が、任意選択的に添加することができ、その結果ウェットワイプ含
浸用配合物で含浸されるウェットワイプからにじみ出る流体は、その意図した目的に適す
る。
【００３０】
　好ましい実施形態において、ワイプは、ウェットワイプ含浸用配合物で含浸された１回
使用ワイプであり、ワイプを使用者に供給することができる容器内に収容されている。ワ
イプを入れた容器には、１枚のワイプまたは複数のワイプが含まれていてもよい。
【００３１】
　適切な容器としては、ぬれナプキンのような１枚のワイプが入っていてもよい小袋が挙
げられ、小袋は使用者によって破って開けられるか、または積み重ねられた様式、ロール
状の様式、もしくは他の適切な構成において、複数のワイプが入っていてもよい再密閉可
能な開口部を有する小袋であってもよく、小袋は、開口部から一度に１枚のワイプを取り
出すことを可能にするであろう。小袋は、ポリマーフィルム、塗工紙または例えばアルミ
箔のような箔のような流体不透過性材料から一般に調製される。
【００３２】
　本発明のウェットワイプを供給するための別の手段は、ワイプを、開口部を有する流体
不透過性容器内に配置して、容器内のワイプに手が届くようにすることである。容器は、
同様に流体不透過性である蓋の付いた成形されたプラスチック容器であってもよい。一般
に、蓋は、開口部を有し、容器内のワイプに手が届くことができる。
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【００３３】
　容器内のワイプは、あい紙入りで積み重ねされていてもよく、それにより、容器からワ
イプが取り出されると、使用者が次のワイプを取り出すことができるように、次のワイプ
が容器の開口部に位置する。また、各ワイプは、材料の束の個々のワイプの間にミシン目
が入れられた、材料の束の部分であってもよい。ミシン目を有する材料の束は、折り畳ま
れた形態であっても、ロール状の形態であってもよい。一般に、ロール形態において、ワ
イプ材料は、ロール材料の中心から供給される。あい紙入りの積み重ねと同様、容器から
ワイプが取り出されると、必要に応じて、使用者が次のワイプを取り出すことができるよ
うに、次のワイプが開口部に位置する。
【００３４】
　ウェットワイプ含浸用配合物は、ワイプ基材の中に含浸され、それにより、ワイプは予
め湿らされ、ワイプは表面にわたって移動するので、表面上に配合物をにじみ出させ、ま
たは放出することができる。一般に、配合物は、ワイプの中に浸透加工され、それにより
、ワイプは、拭き取り動作を通して、配合物を表面の基材に放出することができる。ワイ
プ基材に含浸させるために使用されるウェットワイプ含浸用配合物の量は、広範囲にわた
って様々であってもよく、特定のワイプ基材およびワイプの意図される用途次第である。
典型的には、ワイプ基材に本発明のウェットワイプ含浸用配合物を含浸させる場合には、
前記配合物および前記基材は、１０：１から１：１、好ましくは９：１から２：１、より
好ましくは８：１から３：１、例えば６：１から４：１の重量比で使用される。
【００３５】
　適切なワイプ基材としては、織布および不織布材料が挙げられる。本質的に、任意の不
織布ウェブ材料が使用され得る。例示的な不織布材料としては、これらに限定されないが
、メルトブローン、コフォーム、スパンボンド、エアレイド、水流交絡不織布、スパンレ
ース、ボンドカードウェブおよびこれらの積層物を挙げることができる。任意選択的に、
不織布は、同様にポリマーフィルムで積層され得る。不織布ワイプ基材を調製するために
使用される繊維は、例えばセルロース繊維、熱可塑性繊維およびこれらの混合物であって
もよい。繊維はまた、連続繊維、不連続繊維、短繊維およびこれらの混合物であってもよ
い。不織布ウェブの面積あたりの質量は、１２グラム／平方メートルから２００グラム／
平方メートルまで様々であってもよく、好ましくは、３０グラム／平方メートルから５０
グラム／平方メートルになる。
【００３６】
　上記に説明されたように、本発明の一態様は、ウェットワイプの製造のための方法であ
って、ワイプ基材が、本明細書に記載されるウェットワイプ含浸用配合物で含浸される、
すなわち浸透加工される方法である。前記方法は、本明細書に記載されるウェットワイプ
含浸用配合物で含浸された、すなわち浸透加工されたワイプ基材を含むウェットワイプを
もたらす。
【００３７】
　本発明の別の態様は、皮膚洗浄ワイプ、ベビーワイプまたはメイクアップリムーバーワ
イプのようなパーソナルケアワイプとしての、本明細書に記載されるウェットワイプの使
用である。
【００３８】
　本発明のさらに別の態様は、本明細書に記載されるウェットワイプであり、ウェットワ
イプ含浸用配合物が、薬剤としての使用のための活性医薬成分を含む。１つの好ましい実
施形態は、本明細書に記載されるウェットワイプであり、ウェットワイプ含浸用配合物が
、座瘡の治療方法においての使用のためのサリチル酸を含む。
【００３９】
　本発明の１つのさらなる態様は、本明細書に記載されるウェットワイプの非治療的使用
であり、ウェットワイプ含浸用配合物は、例えば表面上の微生物を殺すための抗菌剤を含
む。このことは、このようなウェットワイプは、殺菌または消毒用ワイプとして、非治療
的に使用され得ることを意味する。
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【００４０】
　本発明の１つのさらなる態様は、本明細書に記載されるウェットワイプであり、ウェッ
トワイプ含浸用配合物が、皮膚上の微生物を殺す形態において、皮膚治療の方法における
使用のための抗菌剤を含む。好ましくは、皮膚は外皮である。このことは、このようなウ
ェットワイプは、外皮のような皮膚を殺菌または消毒するために使用されるのに適するこ
とを意味する。
【００４１】
　本発明は、以下の実施例によって、さらに詳細に記載される。特に明示的に規定がない
限り、すべての部およびパーセントは重量であり、すべての温度は摂氏温度である。
【実施例】
【００４２】
　濃縮組成物の６つの試料を表１に示される比率で調製する。オレイン酸ポリグリセリル
－１０とグリセリンを第１のビーカー内で混合し、混合物を６０℃から７０℃の間の温度
まで加熱することによって、各試料を調製する。第２のビーカー内で、炭酸ジカプリリル
を６０℃から７０℃の間の温度まで徐々に加熱し、次いで、適切に混合しながら、第１の
ビーカーにゆっくりと添加する。試料４および６では、混合物に５重量パーセントの水を
添加する。試料１、２、３および５は、追加の水を含有しない。混合物を調製した後、表
１に示される温度まで加熱および冷却することによって、混合物の安定性試験を行う。濃
縮物は、透明性を維持し、分離せずに、４℃から４５℃の間で安定であることがわかる。
【００４３】
　得られる含浸用配合物が２重量％の濃縮組成物および９８重量％の水を含有するように
、各濃縮組成物を水とブレンドする。混合物を振とうまたは撹拌して、成分を混合する。
混合した後、混合物は、水中油型エマルジョン、より正確には動的光散乱によって測定さ
れるように、水中油型ナノエマルジョンであることが観察される。
【００４４】
【表１】
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